
■権利と人権■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 309号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：3/27 コミュニティつくりの学校（オンライン） 

 

株式会社 Community Consulting Japanの吉武大輔さんと一緒に、オンラインセミナーを開催します。 

 

紹介文はこんな感じ・・・ 

みなさんは、どんな世界、どんなコミュニティを作りたいですか？ 

下記の３つだとどうでしょう？ 

①自分だけ金持ちで、他人は貧乏な世界 

②自分を含め、みんなが金持ちの世界 

③たとえ貧乏でも幸せに暮らせる世界 

通常であれば②を選びそうですが、松村さんは、③を選ばれるそうです。 

 

これは、決して「お金儲け」を否定しているわけではありません。 

何をするにもお金が必要だし、お金儲けに挑むことは大事なこと。 

でも、そこには忘れてはならないことが【２つ】あります。 

それは、 

・何のためにお金を稼ぐのか 

・もし、お金儲けがうまくいかなかったらどうするのか。 

です。 

お金は必要だから稼ぐのであって、お金が目的ではありません。 

また、お金儲けには成功と失敗があります。 

ですが、多くの人が成功することだけを想定し、失敗した時のことを想定しません。 

・・・続きはこちら https://www.facebook.com/events/243520084086662 

 



なお、このセミナーの収益は、5 月上旬、吉武さんの活動拠点（山口県山口市）訪問の旅費に充てる予定ですの

で、奮ってご参加ください！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：権利と人権 

 

僕がブログで、いつも二つの言葉を並べて対比するのは、一つの言葉を理解するために、その「反対や対極」に

ある言葉を想起することで、その言葉の範囲や方向を知るためだ。 

そうすることで、自分の考え不足や思い違いが次から次へと発覚するのだが、この「反対や対極」が意外と難し

い。 

例えば、「地球とは何か」を考えるとき、その対極である「地球でないもの」などいくらでもあるからだ。 

だが、「地球の反対は、地球以外の全てのもの」では意味をなさない。 

あえて「地球と月」と考えることで「潮の満ち干」や「暦」の世界が開けるし、「地球と太陽」と考えることで、

「昼夜」や「四季」の世界を論じられる。 

なので、僕にとって言葉の意味を考えることは、それが世界の何を指示しているのかを探し求める思考というよ

りは行為と言える。 

・ 

僕は今、土地を売買するのでなく、使うことを推奨しようとしている。 

だが、「土地を使う」とはどういうことか、考え込んでしまった。 

農業は、そこにある土を使った栽培だし、建築はその場所に施設を作ること。 

土地とは地球の一部分を占める範囲に過ぎず、我々は地球を使って何かをしているわけではない。 

だとすると、土地売買にも似たような疑問が感じられる。 

我々は、その範囲を所有する権利を売買しているにすぎず、地球の一部分を売買しているわけではない。 

だとすれば、売買せずに使うべきものとは、ひょっとして「土地そのもの」でなく「土地所有権＝権利」の方か

もしれない。 

・ 

そこで改めて「権利とは何か」を考えてみることにした。 

もちろん僕のやり方は、先ほど述べた「権利」を取り巻く「権利以外のもの」を探すことだ。 

まずはググってみよう、すると・・・ 

①権利（けんり）とは、一般に、ある行為をなし、あるいはしないことのできる資格。 

②法律上は、一定の利益を主張または享受することを法により認められた地位、あるいは、他人に対し一定の行

為・不作為を求めることができる地位のことをいう。 

③日本において権利は権限を含む。 

④対義語は義務。 

の４つの要素で説明される。 

・ 

まず①は「しないでもよいこと＝不作為の許可」であり、所有者が空き家等放置しても構わないこと。 

②は、所有権は国から与えられたもので、更にそれを他人に与えることもできること。 

③は、範囲を限定した場合はそれを権限と呼ぶこと。 

そして④は、①の対義は「しなくてはならない＝不作為の禁止」ということだ。 

こうして眺めると、①③④は権利自体の説明で、特に④は先ほども述べた当たり前のことに過ぎない。 



だとすると、どうやら肝心な説明は②ということになると、僕はにらんだ。 

・ 

日本において国民の権利とは、「国から与えられることが法律に定められているもの」ということになる。 

いや待てよ、すべての権利が国から与えられているわけではないはずだ。 

例えば、「生きる権利（生存権）」は、国から与えられた権利でなく、人間ならだれもが持っている権利のはずだ。 

その証拠に、生存権が認められていない国など世界には存在しない。 

あなたも僕も、そんなことは知っている、こうした権利のことを「人権」と言い、憲法の中では「基本的人権」

として明記されている。 

権利と人権の関係について、僕にはこれ以上詳しく論じる見識はないが、この 2つが持つ「他から与えられたも

の」と「生まれつき備わっているもの」という関係が、僕の気づきだと伝えたい。 

・ 

考えてみれば、すでに僕は「所有権の利活用」を始めている。 

笑恵館では、所有者のＴさんから所有権を借りるために「賃貸借による土地所有権取得契約」を締結しているし、

名栗の森では「所有権を共有する会員制クラブ」を運営している。 

確かに「土地所有権」とは「土地を自由に使用・収益・処分できる権利」と言われているが、正確に言うと「土

地を自由に使用・収益・処分しなくてもよい権利」と言い換えられる。 

問題は、この権利を個人に委ねることで、多くの土地が放置・放棄されている現状だ。 

そこで僕は、まず所有権を仲間たちにも与えることで共有化し、自発的に使用・収益・処分を促進しようと考え

た。 

そこにあるのは「権利と付随する義務」でなく「人権に基づく自由と責任」だ。 

「これまで売買されてきた権利義務を非営利化し、責任を伴う自由な土地利用を僕は目指したい。」 

権利でなく、人権に基づいて、国民である前に人間として自由に生きたい。 

 

http://nanoni.co.jp/20210319/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）03/23 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

09-10時 〇いづみMTG（反町） 

10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）03/24 ■〇◎なのに作業日 09-21時 



（木）03/25 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）03/26 ■〇◎なのに作業日 10-21時 

（土）03/27 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

12-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）03/28 ■〇◎休業日 

（月）03/29 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 

■その後の予定 

03/30 10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

04/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 4月例会（リモート） 

04/03 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

04/08 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

04/08 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

04/08 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/09 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

04/15 13-17時 ★なるほどデイ（笑恵館）・ 

04/15 20-22時 ■笑恵館オンライン同窓会（リモート） 

04/22 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


